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去

る

４

月

日

、

天

理

教

婦

人

会

第

回

19

99

総

会

が

午

前

９

時

分

よ

り

本

部

中

庭

に

於

30

い

て

開

催

さ

れ

、

あ

た

た

か

い

日

ざ

し

の

下

、

大

勢

の

帰

参

者

で

う

め

つ

く

さ

れ

た

。

こ

れ

に

む

け

、

婦

人

会

笠

岡

支

部

(

上

原

き

よ



支

部

長

)

は

、

日

午

後

７

時

よ

り

、

18

本

部

婦

人

会

総

会

開

催

詰

所

で

「

前

夜

の

集

い

」

開

催

婦人会

前

夜

の

集

い

を

開

催

、

笠

岡

詰

所

大

広

間

に

約

人

が

参

集

し

た

。

230

集

い

は

上

原

支

部

長

の

挨

拶

か

ら

始

ま

り

、

恋

ダ

ン

ス

、

島

根

青

年

会

に

よ

る

雅

楽

･

舞

楽

、

お

や

さ

ま

逸

話

劇

、

ス

ト

レ

ッ

チ

と

趣

向

を

こ

ら

し

賑

や

か

に

繰

り

広

げ

ら

れ

、

続

い

て

、

各

ブ

ロ

ッ

ク

か

ら

の

物

産

店

･

模

擬

店

が

同

会

場

で

営

ま

れ

た

。

笑

顔

、

時

に

涙

、

黄

色

い

大

歓

声

と

翌

日

の

婦

人

会

総

会

を

勇

ん

で

迎

え

る

心

の

糧

と

な

っ

た

。

育

成

掛

(

中

島

誠

治

主

任

)

は

、

４

月

日

21

祭

典

終

了

後

、

午

後

１

時

分

か

ら

会

議

室

15

で

「

よ

ふ

ぼ

く

勉

強

会

」

を

開

催

、

約

人

20

が

参

加

し

た

。

テ

ー

マ

は

「

仕

事

に

生

か

す

信

仰

」

。

講

師

の

山

田

睦

浩

先

生

(

甲

井

分

教

会

長

)

は

教

会

長

の

傍

ら

、

世

羅

町

、

町

議

会

議

員

と

し

て

地

域

に

貢

献

し

て

ゆ

く

立

場

に

な

る

ま

で

の

経

緯

を

話

さ

れ

た

。

先

生

は

地

元

の

高

校

を

卒

業

、

専

修

科

に

入

学

、

卒

業

後

、

詰

所

で

青

年

づ

と

め

を

し

、

そ

の

後

、

地

元

に

帰

っ

て

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

を

し

な

が

ら

、

青

年

団

ま

た

消

防

団

に

入

る

事

で

、

人

と

の

交

流

を

深

め

て

い

か

れ

た

。

平

成

年

に

結

婚

。

３

男

１

13

女

を

授

か

り

、

長

男

が

入

学

す

る

と

同

時

に

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

よ

ふ

ぼ

く

勉

強

会

開

催

テ

ー

マ

は

「

仕

事

に

生

か

す

信

仰

」

４

月

月

次

祭

後

育 成 掛

に

参

加

。

平

成

年

、

Ｐ

Ｔ

Ａ

会

長

に

就

任

。

23

今

年

で

６

年

目

。

保

護

者

達

に

対

し

て

は

、

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

を

通

し

て

自

ら

が

親

と

し

て

育

つ

様

、

こ

の

活

動

に

携

わ

っ

て

ほ

し

い

と

強

調

さ

れ

て

い

る

。

そ

う

し

た

活

動

の

最

中

に

議

員

の

推

薦

を

受

け

、

再

三

再

四

断

っ

た

が

、

地

元

選

出

の

議

員

が

い

な

い

と

い

う

事

も

あ

り

、

家

族

と

相

談

の

上

、

引

き

受

け

ら

れ

た

。

若

い

時

に

は

、

こ

の

お

道

か

ら

外

れ

そ

う

に

な

っ

た

時

も

あ

っ

た

が

、

親

々

の

徳

分

に

守

ら

れ

、

今

現

在

が

あ

る

事

に

感

謝

し

て

、

生

ま

れ

育

っ

た

こ

の

土

地

処

で

、

い

ろ

い

ろ

な

活

動

に

参

加

さ

せ

て

頂

く

事

で

、

そ

れ

が

に

を

い

が

け

に

繋

が

っ

て

ゆ

け

ば

と

話

し

を

締

め

く

く

ら

れ

た

。

支部長を先頭に恋ダンス

超イケメンによる舞楽

教祖伝44「雪の日」

キレの良いストレッチ指導

会場が一体となっちんぐ

大盛況の物産展

模擬店もいろいろ

婦人だけではなかった

立場を生かしたにをいがけを
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笠

岡

学

生

担

当

委

員

会

(

山

野

弘

実

委

員

長

)

は

、

４

月

日

、

笠

岡

詰

所

で

親

里

管

23

内

学

生

親

睦

会

を

開

催

し

た

。

こ

の

日

は

、

天

理

大

学

、

天

理

高

校

、

教

校

学

園

、

白

梅

寮

(

奈

良

保

育

学

院

)

の

学

生

生

徒

ら

、

人

16

が

参

加

し

た

。

親

睦

会

で

は

、

ま

ず

山

野

委

員

長

が

、

お

「

親

里

管

内

学

生

親

睦

会

」

開

催

４

月

日

･

笠

岡

詰

所

23

学生担当委員会

ぢ

ば

で

学

ぶ

事

に

感

謝

し

、

笠

岡

の

仲

間

の

絆

を

大

切

に

し

て

欲

し

い

と

挨

拶

を

し

た

。

そ

の

後

は

、

参

加

者

全

員

で

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

の

準

備

を

し

、

会

食

の

時

間

と

な

っ

た

。

午

後

か

ら

は

、

大

学

生

が

主

体

と

な

っ

て

、

室

内

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

を

行

い

、

大

い

に

盛

り

上

が

っ

た

。

同

委

員

会

で

は

、

教

会

長

子

弟

育

成

委

員

会

と

連

携

し

て

、

今

年

２

月

に

親

里

管

内

学

校

受

験

世

話

取

り

を

実

施

。

そ

の

効

果

も

あ

っ

て

か

、

親

里

の

学

生

同

士

が

大

変

仲

良

く

、

今

回

の

親

睦

会

も

大

変

有

意

義

な

も

の

と

な

っ

た

。

青

年

会

笠

岡

分

会

(

上

原

明

勇

委

員

長

)

は

、

５

月

６

、

７

の

両

日

、

島

根

分

教

会

で

有

志

ひ

の

き

し

ん

隊

を

実

施

し

た

。

今

回

は

、

島

根

分

教

会

の

飛

び

地

の

整

備

を

行

い

、

青

年

会

委

員

や

会

員

を

は

じ

め

、

同

分

教

会

に

繋

が

る

教

会

長

、

用

木

な

ど

約

人

が

参

加

20

し

た

。

現

場

は

約

７

０

０

０

坪

と

い

う

広

大

な

場

「

有

志

ひ

の

き

し

ん

隊

」

実

施

青年会

所

で

あ

っ

た

が

、

草

木

が

鬱

蒼

と

生

い

茂

っ

て

お

り

、

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

６

台

や

草

刈

り

機

を

駆

使

し

て

、

少

し

ず

つ

整

備

を

進

め

て

い

っ

た

。

両

日

と

も

汗

ば

む

程

の

気

温

の

中

、

参

加

者

そ

れ

ぞ

れ

が

作

業

を

分

担

し

て

、

勇

ん

で

ひ

の

き

し

ん

に

あ

た

り

、

広

場

が

一

つ

確

保

で

き

る

ま

で

伐

採

が

進

ん

だ

。

ま

た

７

日

の

朝

に

、

あ

ら

き

と

う

よ

り

一

斉

に

を

い

が

け

デ

ー

と

し

て

(

本

来

は

第

２

日

曜

日

)

、

島

根

分

教

会

周

辺

で

神

名

流

し

を

実

施

し

た

。

おぢばで学ぶ学生達

楽しく室内レクレ－ション

絆を深めた集合写真

伐採、草刈りをする青年会員

勇んで声高らかに神名流し
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＝

辞

令

＝

立

教

年

４

月

日

付

180

21

◎

登

用

理

事

上

原

明

勇

幹

部

承

事

武

内

正

美

准

承

事

岡

田

誠

青

年

谷

内

秀

自

お

つ

と

め

奉

仕

人山

野

な

つ

田

中

つ

か

さ

＝

教

会

指

令

＝

◎

任

命

願

久

松

分

教

会

＊

前

任

中

村

剛

＊

新

任

中

村

剛

史

☆

奉

告

祭

立

教

年

５

月

日

180

14

立

教

年

４

月

日

承

認

180

26

中村剛史氏

大

教

会

だ

よ

り

四

月

月

次

祭

祭

文

こ

れ

の

笠

岡

大

教

会

の

神

床

に

お

鎮

ま

り

下

さ

い

ま

す

親

神

天

理

王

命

の

御

前

に

会

長

上

原

理

一

慎

ん

で

申

し

上

げ

ま

す

親

神

様

に

は

人

間

の

陽

気

ぐ

ら

し

す

る

状

を

見

て

共

に

楽

し

み

た

い

と

の

思

召

か

ら

こ

の

世

と

人

間

を

お

創

造

り

下

さ

り

ご

守

護

下

つ

く

さ

っ

て

お

り

ま

す

加

え

て

旬

刻

限

の

到

来

と

共

に

教

祖

を

月

日

の

社

と

し

て

こ

の

世

の

表

へ

お

現

れ

に

な

り

万

一

切

を

明

か

さ

れ

て

陽

気

ぐ

ら

し

へ

と

お

導

き

下

さ

っ

て

お

り

ま

す

事

は

誠

に

有

り

難

く

勿

体

な

い

限

り

で

ご

ざ

い

ま

す

私

共

は

日

々

親

心

と

御

守

護

に

感

謝

す

る

と

共

に

世

界

一

列

を

助

け

た

い

と

の

思

召

に

お

応

え

す

べ

く

朝

夕

に

御

礼

申

し

上

げ

つ

つ

た

す

け

一

条

の

ご

用

の

上

に

努

め

励

ま

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

そ

の

中

先

日

四

月

十

八

日

は

教

祖

の

二

百

十

九

回

目

の

お

誕

生

日

を

大

勢

の

帰

参

者

と

共

に

お

祝

い

さ

せ

て

頂

き

続

い

て

十

九

日

に

は

第

九

十

九

回

の

婦

人

会

総

会

に

も

参

加

さ

せ

て

頂

き

春

爛

漫

の

お

ぢ

ば

で

心

新

た

に

に

を

い

が

け

お

た

す

け

の

実

働

を

誓

い

合

わ

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

又

本

日

は

此

の

笠

岡

大

教

会

の

四

月

の

御

祭

り

日

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

只

今

か

ら

お

つ

と

め

奉

仕

人

一

同

喜

び

感

謝

と

た

す

け

心

も

一

入

に

明

る

く

陽

気

に

勇

ん

で

坐

り

づ

と

め

て

を

ど

り

を

つ

と

め

て

四

月

の

月

次

祭

を

執

り

行

わ

せ

て

頂

き

ま

す

御

前

に

は

春

爛

漫

の

陽

気

に

誘

わ

れ

今

日

の

日

を

楽

し

み

に

寄

り

集

い

ま

し

た

道

の

子

供

達

が

同

じ

思

い

に

伏

し

拝

み

声

高

ら

か

に

お

歌

を

唱

和

す

る

皆

の

真

実

の

状

を

ご

覧

下

さ

い

ま

し

て

親

神

様

に

も

お

勇

み

下

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す
さ

て

お

さ

し

づ

で

「

ひ

な

が

た

の

道

を

通

ら

ね

ば

ひ

な

が

た

要

ら

ん

」

と

も

「

ひ

な

が

た

の

道

よ

り

道

無

い

で

」

と

も

お

聞

か

せ

頂

き

ま

す

次

の

塚

を

目

指

す

に

当

た

っ

て

改

め

て

「

ひ

な

が

た

な

お

せ

ば

ど

う

も

な

ろ

う

ま

い

」

に

な

ら

な

い

よ

う

し

っ

か

り

と

「

ひ

な

が

た

」

を

見

つ

め

直

し

成

人

の

道

を

辿

ら

せ

て

頂

く

覚

悟

で

ご

ざ

い

ま

す

又

来

月

は

直

轄

教

会

へ

の

巡

教

月

で

ご

ざ

い

ま

す

年

頭

に

定

め

た

心

を

思

い

返

し

心

も

新

た

に

心

定

め

完

遂

め

ざ

し

「

ひ

な

が

た

」

の

道

を

邁

進

さ

せ

て

頂

く

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

更

に

は

又

今

月

二

十

九

日

は

全

教

一

斉

ひ

の

き

し

ん

デ

ー

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

日

頃

の

感

謝

の

心

を

結

集

し

て

声

を

掛

け

合

い

ひ

の

き

し

ん

に

励

ま

せ

て

頂

く

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

何

卒

親

神

様

に

は

世

界

た

す

け

の

親

心

に

お

応

え

し

陽

気

ぐ

ら

し

に

向

か

う

「

ひ

な

が

た

」

を

辿

る

皆

の

真

実

の

心

を

受

け

取

り

下

さ

い

ま

し

て

万

た

す

け

の

上

に

尚

も

自

由

の

ご

守

護

を

賜

り

ご

恩

報

じ

を

念

じ

た

す

け

一

条

に

邁

進

す

る

人

が

弥

増

し

て

お

望

み

下

さ

る

陽

気

づ

く

め

の

世

の

状

に

一

日

も

早

く

お

導

き

下

さ

い

ま

す

よ

う

一

同

と

共

に

慎

ん

で

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

笠

岡

の

教

友

が

選

ば

れ

掲

載

さ

れ

て

い

ま

し

た

の

で

転

載

い

た

し

ま

す

。

(

敬

称

略

)

▼

『

天

理

時

報

』

▽

４

月

日

付

「

時

報

歌

壇

」

23

・

海

松

ヶ

岡

○

分

池

田

広

子

さ

ん

一

面

の

菜

の

花

畑

を

背

景

に

犬

も

い

っ

し

ょ

に

〝

は

い

ポ

ー

ズ

〟

▼

『

陽

気

』

誌

５

月

号

「

道

柳

」

よ

り

転

載

。

▽

準

秀

詠

・

東

悠

○

分

田

林

美

智

子

さ

ん

月

影

に

真

摯

に

祈

る

友

の

幸

▼

表

紙

写

真

(

杉

原

博

之

か

さ

お

か

編

集

掛

主

任

）

こ
こ
ろ
の
詩
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◎

教

会

長

資

格

検

定

講

習

会

修

了

者

立

教

年

５

月

日

終

講

180

19

呰

部

河

原

喜

一

郎

◎

本

部

食

堂

ひ

の

き

し

ん

自

立

教

年

５

月

１

日

180

至

立

教

年

５

月

日

180

15

福

廣

鳥

井

洋

志

◎

教

祖

誕

生

祭

(

婦

人

会

総

会

)

詰

所

受

入

ひ

の

き

し

ん

自

立

教

年

４

月

日

180

17

至

立

教

年

４

月

日

180

19

東

:

照

陽

剣

持

秀

子

西

:

品

治

渡

邉

フ

サ

子

品

治

渡

邉

雄

大

福

山

:

福

春

北

村

保

髙

屋

:

稲

倉

藤

井

宏

一

島

根

:

照

雲

雜

賀

元

生

上

･

府

:

上

下

秋

山

い

う

子

＊

他

、

大

勢

の

有

志

の

方

々

ひ

の

き

し

ん

下

さ

い

ま

し

た

。

◎

立

教

年

直

轄

教

会

定

期

巡

教

180

福

山

上

原

明

勇

髙

屋

田

中

隆

之

神

邉

大

教

会

奥

様

島

根

大

教

会

長

様

久

松

武

内

正

美

鶴

山

上

原

明

勇

弥

髙

山

大

教

会

長

様

陽

備

門

脇

元

教

摩

耶

上

原

明

勇

金

浦

中

村

邦

義

興

明

佐

藤

道

孝

ひ

ろ

さ

と

大

教

会

奥

様

陶

山

吉

岡

壽

芳

井

上

原

明

勇

呉

照

田

中

隆

之

海

松

ヶ

岡

吉

岡

壽

東

悠

上

原

繁

道

吸

江

大

教

会

長

様

照

陽

佐

藤

道

孝

輝

美

濃

上

原

繁

道

新

山

邑

武

内

正

美

呰

部

大

教

会

奥

様

明

石

市

上

原

繁

道

上

下

門

脇

元

教

府

中

市

佐

藤

道

孝

東

城

吉

岡

壽

服

部

大

教

会

奥

様

島

中

中

村

邦

義

驛

家

田

中

隆

之

油

木

中

村

剛

葦

陽

門

脇

元

教

湯

田

原

中

村

剛

立

教

百

八

十

年

四

月

月

次

祭

祭

典

役

割

表

祭

主

大

教

会

長

様

山

田

敏

教

賛

者

中

島

誠

治

虫

明

立

生

扈

者

吉

岡

誠

一

郎

指

図

方

吉

岡

壽

講

話

山

野

弘

実

六

月

講

話

三

島

渉

区

分

坐

り

勤

前

半

後

半

役

割

門

脇

元

教

中

村

邦

義

中

村

剛

地

方

杉

原

博

之

山

野

弘

実

笹

尾

正

治

横

山

逸

郎

内

海

史

郎

淺

野

明

教

大

教

会

長

様

佐

藤

道

孝

田

中

隆

之

上

原

繁

道

上

原

志

郎

岡

﨑

真

一

お

つ

と

め

吉

岡

壽

中

村

道

德

吉

岡

誠

一

郎

て

を

ど

り

大

教

会

奥

様

上

原

順

子

武

内

正

美

田

中

ま

す

み

内

海

安

子

岡

﨑

和

美

門

脇

郁

子

門

脇

加

津

吉

岡

八

恵

笛

今

川

昌

彦

上

原

浩

上

原

繁

次

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

三

島

渉

渡

邉

隆

夫

虫

明

立

生

拍

子

木

森

本

忠

平

上

原

繁

次

山

田

敏

教

太

鼓

谷

内

伸

自

武

内

清

明

森

本

忠

善

す

り

が

ね

中

島

誠

治

高

木

昭

祥

田

林

久

嗣

小

鼓

中

村

義

太

郎

赤

木

素

志

今

川

昌

彦

琴

虫

明

好

美

岡

﨑

豊

子

谷

内

美

知

子

三

味

線

今

川

佐

智

子

森

本

冨

美

子

三

島

照

美

胡

弓

佐

藤

香

苗

高

木

孝

子

中

村

初

美
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備

中

上

原

明

勇

神

昭

上

原

繁

道

美

之

郷

吉

岡

壽

錦

備

大

教

会

長

様

先

日

、

町

内

の

防

犯

･

防

災

の

部

長

と

い

う

立

場

か

ら

災

害

時

の

避

難

行

動

を

リ

ア

ル

に

と

ら

え

た

防

災

教

育

の

集

会

に

参

加

し

た

。

地

域

の

コ

ミ

セ

ン

所

長

、

自

治

会

長

、

防

災

リ

ー

ダ

ー

等

の

参

加

。

色

々

な

人

の

立

場

に

立

ち

、

災

害

を

疑

似

体

験

す

る

こ

と

で

、

災

害

時

避

難

行

動

の

大

変

さ

を

実

感

す

る

と

共

に

そ

こ

に

存

在

す

る

様

々

の

問

題

を

明

ら

か

に

し

今

後

自

分

た

ち

が

ど

の

よ

う

な

備

え

(

意

識

、

コ

ミ

ニ

テ

イ

構

築

)

を

し

て

お

く

必

要

が

あ

る

こ

と

を

考

え

る

も

の

。

自

分

の

こ

と

だ

け

で

な

く

他

者

の

立

場

を

考

え

得

る

力

が

必

要

な

の

で

す

。

私

は

ど

ん

な

立

場

に

な

る

の

か

カ

ー

ド

を

引

い

た

。

な

ん

と

〝

タ

イ

の

女

性

、

日

本

人

と

国

際

結

婚

で

日

本

の

ア

パ

ー

ト

の

１

階

に

住

み

主

人

は

海

外

勤

務

、

１

才

の

子

供

を

持

ち

、

妊

娠

３

ヶ

月

、

地

域

の

付

き

合

い

は

無

く

て

日

常

会

話

が

や

っ

と

〟

…

…

。

オ

イ

オ

イ

70

を

過

ぎ

た

お

っ

ち

ゃ

ん

が

ど

う

し

よ

う

か

？

こ

の

立

場

は

無

理

や

ろ

う

…

…

。

し

か

し

想

像

力

は

あ

る

よ

。

「

私

は

新

婚

の

タ

イ

の

う

ら

若

い

若

奥

様

だ

よ

。

ヒ

ヒ

ヒ

ッ

が

ん

ば

る

ぞ

」

笑

い

は

余

計

で

す

。

そ

こ

へ

、

災

害

通

知

あ

り

。

レ

ベ

ル

は

１

･

２

･

３

･

４

ま

で

あ

る

。

４

に

な

る

と

も

う

大

水

害

、

大

地

震

で

の

家

屋

倒

壊

、

そ

れ

で

も

避

難

所

に

避

難

し

な

い

立

場

の

人

も

あ

る

。

一

つ

に

は

身

体

が

不

自

由

で

動

け

な

い

･

飼

い

犬

が

い

る

の

で

避

難

所

に

行

け

な

い

等

々

。

私

な

ら

教

会

を

守

っ

て

動

か

な

い

。

し

か

し

私

は

今

、

タ

イ

の

１

才

の

子

供

と

お

腹

に

赤

ち

ゃ

ん

が

居

る

、

１

の

段

階

で

避

難

所

に

即

向

か

う

。

そ

こ

で

も

問

題

が

発

生

す

る

。

…

…

係

員

に

こ

う

言

わ

れ

る

の

で

す

。

「

妊

娠

の

お

腹

が

痛

ん

で

く

る

！

ど

う

し

よ

う

？

救

い

を

求

め

る

。

し

か

し

会

話

が

う

ま

く

通

じ

な

い

、

お

医

者

さ

ん

も

居

な

い

し

、

近

く

に

病

院

は

な

い

」

…

…

。

い

や

実

に

頭

の

中

は

既

に

問

題

を

解

決

す

る

た

め

に

パ

ン

ク

状

態

に

な

っ

た

。

阪

神

淡

路

大

震

災

の

被

害

を

受

け

た

身

に

と

っ

て

教

会

長

と

し

て

我

が

こ

と

ば

か

り

で

な

く

他

者

を

お

も

ん

ば

か

る

こ

と

の

大

切

さ

を

痛

感

し

た

貴

重

な

経

験

だ

っ

た

。

(

ひ

)


